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１．研究計画の概要 

統合自然災害シミュレーションシステムと
は，災害シナリオに応じて，都市に生じる災
害・被害と被害対応を数値計算によって予測
するシステムである．地理情報システム
(GIS)を使って都市や構造物の解析モデルを
作成し，災害・構造物応答，被害対応を計算
し可視化する． 

多数の数値解析手法を組み込むとともに，共
通モデリングデータ(CMD)を用いた統合技
術を開発する．特に被害対応には，人を模擬
したエージェントシミュレーションを開発
する． 

 

２．研究の進捗状況 

統合自然災害シミュレーションの基盤とな
る，地震・洪水の数値解析手法の取り込みが
終了している．高度な構造物地震応答解析と
洪水解析である．この数値解析手法の入力と
なる都市モデルを自動構築するため，汎用オ
ブジェクトの開発を行い，コード化を終了し
た．汎用オブジェクトとは，各種 GIS のデー
タを共通のフォーマットに変換したデータ
と，個々の都市モデルに変換しうるメソッド
から構成される． 

上記の物理シミュレーションとは別に，マル
チエージェントを使った復旧過程のシミュ
レーションの開発に成功した．これは，被害
を受けた構造物を修復する技術者エージェ
ントと，構造物を使用し便益を得る利用者エ
ージェントが，都市モデルの中を自律的に活
動し，修復と利用を行うシミュレーションで
ある．全利用者の便益が最大となるような復
旧戦略の立案支援を念頭に，全技術者の復旧
過程のシミュレーションを行う．離散資源配
分問題として定式化し，客観的なシミュレー

ションを可能としている． 

2010 年度までにコード化を終了した，物理
シミュレーションとマルチエージェントシ
ミュレーションの数値解析手法を並列化す
ることに成功した．改善の余地はあるものの，
問題の規模と計算機の能力に対し，一応のレ
ベルの性能を出すことに成功をみた．別途，
進められている京計算機のプロジェクトに
対しても，基本コードとして利用できるレベ
ルである． 

 

３．現在までの達成度 

①当初の計画以上に進展している． 

都市自然災害シミュレーションシステムの
プロトタイプは，東京 23 区を対象として，
完成した．このプロトタイプでは，地震と洪
水のシナリオに応じて，地震動と洪水という
物理シミュレーションと，その復旧過程のマ
ルチエージェントシミュレーションをシー
ムレスに実行することができる． 

最終的なシステムを開発するためには，プロ
トタイプの汎用性・冗長性を改善すること，
シミュレーションの高速・大規模化を図るこ
との二点が大きな課題となっている．確実に
課題解決を実現するため，迂遠ではあるが，
システムのアーキテクチャの柔軟性を高め
るという方針を立てている． 

東京 23 区を対象とした，統合自然災害シミ
ュレーションのプロトタイプを高度化する
ことに成功した．シミュレーションに要する
計算の高速・大規模化を実現するため，大型
並列計算機を利用した，計算効率・規模を大
幅な向上が達成された． 
なお，高度化されたプロトタイプは，京計算
機のプロジェクトで検討された，高知市を対
象とした地震災害シミュレーションに転用
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することにも成功した．プロトタイプの汎用
的利用が可能であることが実証された． 
 

４．今後の研究の推進方策 
東京 23 区と高知市の他，仙台市を対象とし
た統合自然災害シミュレーションを実施す
る予定である．これは，地震と津波の複合災
害のシミュレーションを実現することを目
標とする．物理シミュレーションには津波侵
入の数値解析手法と，津波による構造物損
傷・破壊の数値解析手法の組み込みを図る．
マルチエージェントシミュレーションでは，
市全域をモデルとした，全市民の避難行動と
いう大規模計算を実施する． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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